
令和７年 研修テーマ報告書 

「授業研究 ～協働してつくる授業～ 」 

 

 

 本校では「チームとしての平野支援学校」の実現をめざし、質の高い教育の提供、授業改善と協働の促

進をすすめている。 

本校は、児童生徒の実態にあわせた学習グループ編成を行っており、学年やクラスを超えて担任以外の

教員が授業の主指導（メインティーチャー）を行う場面がある。そのため、授業計画においてはサブティ

ーチャーと児童生徒の情報共有や目標の達成に向けた支援の手立ての共有をすること（協働）が必要不

可欠になる。 

今年度は研究授業を通して、教員それぞれが役割を担い、補い合い、教材や目標、支援の手立てなどに

ついて意見交換を重ねながら授業づくりを進める。 

 

 

取り組み内容 

１．「本校におけるキャリア教育とひらのキャリアプランについて」（５月・動画研修） 

目的 ・ひらのキャリアプラン（本校版キャリアプランニングマトリックス）の各領域の内容について

知る。 

内容 ・マトリックス構成のポイントについて 

・４領域（情報活用能力・将来設計能力・人間関係形成能力・意思決定能力）について 

・授業で活用できる事例紹介 

 

２．「指導案について」（６月・集合研修） 

 目的 ・指導案の基本的な書き方およびキャリア教育の観点を含む指導案（本校の指導案様式）の書き

方を知る。 

・今年度の研究テーマ「授業研究～協働してつくる授業」の意義と取組み内容、授業見学時のポ

イントについて知る。 

内容 ・今年度の研究テーマについて 

・指導案の書き方について 

・校内研究授業実施の流れについて 

・授業見学時のポイントについて 

 

３．指導案の作成（７月～１２月・授業主担のある全教員が提出） 

目的 ・指導案作成を通して、学習目標、教材、指導方法を具体化する。 

   ・児童生徒の実態に合わせた指導や支援を検討する。 

内容 ・担当授業について、本校様式で作成 

 



４．校内公開研究授業 

目的 ・教材や目標、支援の手立てなどについて意見交換を重ね、授業を設計する。 

内容 ・指導案の検討（会議日として３回設定） 

・当該学部、他学部の授業を見学 

・研究授業総括会（学部内） 

 

研究授業一覧 

 
対象 

教科 

（授業名） 
単元名 

授業者 

（年次研修） 

１ 小学部 

１・２年 

国語・算数 

（おはなし） 
コロちゃんはどこ？ 浦本 桃香 

２ 小学部 

３・４年 

国語・算数 

（おはなし） 

昔話に親しもう 

（ももたろう） 

宮川 千晶 

（１０年次） 

３ 小学部 

５・６年 

図画工作 

（つくる） 

ねんどであそぼう 

～つくろう！ピザ～ 

小林 祐樹 

（初任） 

４ 中学部 

３年Ａグループ 
美術 

陶芸 

～生活用品を作ろう～ 

吉田 貞子 

（１０年次） 

５ 中学部 

１・２・３年 

ＡＢグループ 

保健体育 

（体育） 

ラグビーの試合を 

しよう 
崎濱 真人 

６ 高等部 

ＡＢ１ 

保健体育 

（体育） 
野球 

千田 圭佑 

（１０年次） 

７ 高等部 

Ｂ２グループ 

保健体育 

（体育） 
ゴルフ 

福井 亮将 

（初任） 

８ 高等部 

ＣＤＥグループ 

保健体育 

（体育） 
サッカー 橋本 万以子 

 

５．研究授業総括会（１２月・分科研修） 

目的 ・他学部教員との意見交換を行い、個々の授業力向上をはかる。 

内容 ・授業者からの振り返り（授業動画の確認等）、その後の変化など 

・アドバイスについて 

・授業者が決めたテーマについて意見交換 

・授業における教員の協働について 

 

意見交換のテーマ一覧 

おはなし 

・児童生徒の認知に差がある学習集団で、どのように工夫して授業をしているか 

・見えにくさがある児童生徒に国語・算数の授業をするにあたり、どのような工

夫をしているか 



 

６．「実践報告会」（２月・集合研修） 

目的 ・研究テーマに関連した各学部の教育実践の報告を行うことで、本校の今年度の取組みについて

共有するとともに、学部間の理解を深め、教員同士の学びあいの機会とする。 

内容 ・研究授業の報告 

・評価表、総括会での意見やアドバイスをもとに改善した授業実践事例の発表 

    ・協働の実践事例 

 

まとめ（考察と今後の課題） 

今年度は研究授業をとおして、教員それぞれが役割を担い、補い合い、教材や目標、支援の手立てなど

について意見交換を重ねながら授業づくりを進めてきた。取組み後の教員向けアンケートでは、「協働し

て授業づくりができた」の肯定的回答率は 95．8％であったが、「協働」が今やっていることとどう違う

のか、何を取り組めばいいのかわからないという意見もあった。今回研究テーマとして取りあげること

で、「協働」した授業づくりについてさらに意識付けしたいという意図があった。  

また、昨年度本校で作成した、キャリアの観点を取り入れた学習指導案のアンケートでは、「キャリア

の観点について難しいと感じた」と多数の回答があり、様式の再検討やキャリア教育について理解を深

めるための取組み等が必要であることが分かった。さらに、「単元の評価規準、児童生徒の実態と本時の

目標で難しいと感じた」と複数回答があり、研修等で課題を解消していく必要があることが分かった。 

 

 

来年度に向けて 

授業研究という研究テーマは継続し、その中でもどのようなことに取組んでいくのかをサブタイトル

として提示する方がめざす方向性がわかりやすいと考えている。今年度の取組みをとおして、アンケー

トでは「支援の仕方やねらいが主担の意図とずれるときがある」「サブティーチャーとのコミュニケーシ

ョンを積極的に取る、情報共有が一番重要で一番時間がかかる」など、メインティーチャーとサブティー

チャーの連携についての意見があがった。 

このことから、次年度は授業を作り上げる中でのメインティーチャーとサブティーチャーの連携に重点

を置いて、授業研究を進めていきたい。 

 

 

参考：本校の指導案様式 

 

 

 

つくる 
・自発的な動きが少ない児童への支援方法について 

・児童生徒の興味関心をひく授業づくり 

体育（１） ・重度の児童生徒の体育（球技）の実践について 

体育（２） ・児童生徒の意欲を引き出す工夫について 



 

「○○」（○○）学習指導案 
 

府立平野支援学校 

Ｔ１ ○○ ○○ 

Ｔ２ ○○ ○○ 

 

１．日時       令和○年○○月○○日（○） 第○時限（○○:○○～○○:○○） 

２．場所        

３．学部・学年・組  ○○部 第○学年 ○グループ ○名 

４．単元（題材）名  「○○○○」 

５．単元（題材）目標 

  ・（知識及び技能） 

  ・（思考力、判断力、表現力等） 

  ・（学びに向かう力、人間性） 

 

 

６．児童生徒観 

 

 

 

７．教材観 

 

 

 

８．指導観 

 

 

 

９．単元（題材）の評価規準 

Ａ 知識・技能 Ｂ 思考・判断・表現 Ｃ 主体的に学習に取り組む態度 

① 

② 

① 

② 

②  

② 

平野支援学校研究授業様式 



10．単元（題材）の指導と評価の計画（全○時間、本時は第○時） 

次 時 学習内容 学習活動 指導上の留意点 
評価規準

（評価方法） 

  ・ ・ ・ ・ 

  ・ ・ ・ ・ 

  ・ ・ ・ ・ 

  ・ ・ ・ ・ 

 

11．本時の展開 

  (1) 本時の目標 

    ・ 

 

  (2) 本時の評価規準 

    ・ 

 

  (3) 本時で扱う教材・教具 

     



  (4) 児童生徒の実態と本時の目標 

 児童生徒の実態 本時の目標 支援の手だて 評価規準 

A  

 

【関連する自立活動の内容】 

区分： 

・ 

（項目：    ） 

【育てるライフキャリアの力】 

   

B  

 

【関連する自立活動の内容】 

区分： 

・ 

（項目：    ） 

【育てるライフキャリアの力】 

 

   

C  

 

【関連する自立活動の内容】 

区分： 

・ 

（項目：    ） 

【育てるライフキャリアの力】 

 

   

D  

 

【関連する自立活動の内容】 

区分： 

・ 

（項目：    ） 

【育てるライフキャリアの力】 

 

   

 

 

 

 



  (5) 本時の学習過程 

時

間 
学習内容・学習活動 キャリアの領域・観点 

指導上の留意点及び 

支援の手だて等 

評価規準

（評価方法） 

〇

分 

 

導 

入 

    

○

分 

 

展 

開 

   ・ 

○

分 

 

ま 

と 

め 

    

 

  (6) 教室配置等（正面を上にして、児童生徒や教員の位置、教材・教具の配置等を示す） 

 

 

  



12.評価 

(1)記入用 

授業者としての指導に対する 達成度 

１．本時の目標は、教科の内容に沿っていましたか？ A  B  C  D 

２．目標は児童生徒にわかりやすく示されていますか？ A  B  C  D 

３．児童生徒の活動量は確保されていましたか？ A  B  C  D 

４．目標は児童生徒のめざす児童生徒像を意識していましたか？ A  B  C  D 

５．主活動にキャリア教育の観点がふくまれていましたか？ A  B  C  D 

６．活動しやすい姿勢に整えられていましたか？ A  B  C  D 

７．児童生徒の反応をじっくりと待っていましたか？ A  B  C  D 

８．目標に対応した振り返りがされていましたか？ A  B  C  D 

評価指標 

A：期待する行動・反応以上にプラスαの行動・反応が見られる 

B：期待する行動・反応が十分に見られる 

C：期待する行動・反応は見られるが未到達な部分もある 

D：努力を要する 

 

キリトリ線 

(2)提出用 

授業者としての指導に対する 達成度 

１．本時の目標は、教科の内容に沿っていましたか？ A  B  C  D 

２．目標は児童生徒にわかりやすく示されていますか？ A  B  C  D 

３．児童生徒の活動量は確保されていましたか？ A  B  C  D 

４．目標は児童生徒のめざす児童生徒像を意識していましたか？ A  B  C  D 

５．主活動にキャリア教育の観点がふくまれていましたか？ A  B  C  D 

６．活動しやすい姿勢に整えられていましたか？ A  B  C  D 

７．児童生徒の反応をじっくりと待っていましたか？ A  B  C  D 

８．目標に対応した振り返りがされていましたか？ A  B  C  D 

評価指標 

A：期待する行動・反応以上にプラスαの行動・反応が見られる 

B：期待する行動・反応が十分に見られる 

C：期待する行動・反応は見られるが未到達な部分もある 

D：努力を要する 

 

 

  

【授業者へのコメント】 

 

 

 

見学者（          ） 



「本時の目標」と「児童生徒の目標」シート 

○○部○年○グループ 研究授業 教科（     ） 

(1)本時の目標 (2)対応するキャリアの観点（０～２つ） 

【知識・技能】 

 

 

【思考力・判断力・表現力】 

 

 

【学びに向かう力】 

 

 

 

 (3)児童生徒の育てる力 

（本時の目標に対応するキャリアの観点に下線） 

(4)児童生徒の目標 

A   

B 

 

 

   

C 

 

 

 

 

D 

 

  

  



 

 


